
共
感
を
示
す
校
長
の「
推
し
」が
、

資
質・
能
力
の
育
成
を
目
指
す

現
場
の
教
師
を
躍
動
さ
せ
る

北
海
道
・
市
立
札
幌
藻も

岩い
わ

高
校

校
長 

野
口
浩
史

地
域
と
連
携
し
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
始
め
、

先
進
的
な
取
り
組
み
で
知
ら
れ
る
北
海
道
・
市
立
札
幌
藻
岩
高
校
。

他
校
の
高
校
生
、
大
学
生
、
地
域
住
民
や
企
業
・
行
政
と
い
っ
た

多
様
な
他
者
と
協
働
し
た
学
び
を
展
開
す
る
同
校
の
原
動
力
は
何
か
。

野
口
浩
史
校
長
の
、
教
師
、
生
徒
へ
の
か
か
わ
り
方
か
ら
考
え
る
。

CASE 1

設立　1972（昭和 47）年
形態　全日制／普通科／単位制／共学
生徒数　１学年約 240人
２０２５年度卒業生進路実績　国公立大は、小樽
商科大、帯広畜産大、北見工業大、北海道大、室
蘭工業大、弘前大、筑波大、金沢大、札幌医科大、
札幌市立大、東京都立大などに 87人が合格。私
立大は、北海学園大、岩手医科大、青山学院大、
中央大、法政大、明治大、同志社大、関西大など
に延べ 372人が合格。

教師が力を入れている教育活動
に関心を持ち、その現場に足を
運んで自分の目で確かめる

楽しい、素晴らしいと思ったこ
とを自分の言葉で伝える

教師が大切にしている教育目標
や価値に共感し、その実現を
後押しする

教師の思いをくみ取り、できる
だけ一人ひとりの裁量に任せる

野口校長の実践に見る
人が動く学校の
リーダーのあり方

左から、對
つしま

馬光
こう

揮
き

先生、
長井翔

かける

先生、野口浩
ひろ

史
ふみ

校長、
千葉建二先生

学校概要

のぐち・ひろふみ◎同校に赴任して２年目。
「楽しかったこと、つらいことがあった時にはいつでも」と、

できるだけドアを開けている校長室には、休み時間、多くの生徒が訪れる。

※プロフィールは、2026 年３月時点のものです。
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　探
究
学
習
が
活
発
で
、
日
常
的
に
生
徒
が

地
域
で
活
動
し
、
企
業
や
行
政
か
ら
多
く
の

協
力
者
が
日
々
学
校
を
訪
れ
る
北
海
道
・
市

立
札
幌
藻
岩
高
校
。
か
つ
て
の
学
校
に
は
な

か
っ
た
学
び
の
風
景
を
野
口
浩
史
校
長
が
肯

定
的
に
受
け
止
め
て
く
れ
る
こ
と
で
、
様
々

な
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
る
と
、
同
校
の

探
究
学
習
と
進
路
指
導
を
統
括
す
る
ミ
ラ
イ

デ
ザ
イ
ン
部
の
長
井
翔か

け
る

先
生
は
語
る
。

　「野
口
校
長
は
校
外
で
の
探
究
学
習
に
も

積
極
的
に
足
を
運
び
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

教
師
に
も
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
も

『
皆
、
楽
し
く
学
ん
で
い
る
ね
』
な
ど
と
前

向
き
に
評
価
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
私
た
ち

教
師
は
学
校
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
学

び
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　探
究
学
習
に
力
を
入
れ
る
学
校
で
は
、
現

場
の
教
師
が
管
理
職
や
ベ
テ
ラ
ン
教
師
か
ら

探
究
学
習
の
内
容
や
活
動
の
成
果
な
ど
に
つ

い
て
、
報
告
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
だ

ろ
う
。
多
忙
な
管
理
職
が
生
徒
の
多
様
な
探

究
学
習
の
す
べ
て
を
そ
の
目
で
確
か
め
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、
現
場
か
ら
の
報
告
は

不
可
欠
だ
と
長
井
先
生
は
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
リ
ア
ル
な
報
告
書
を
作

成
し
て
も
、そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
切
り

取
っ
た
場
面
と
整
え
ら
れ
た
成
果
で
あ
り
、

特
に
探
究
学
習
で
は
現
場
を
見
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
長
井
先
生
は
考
え
る
。

　「普
段
と
は
違
う
場
所
で
、
普
段
学
校
に

は
い
な
い
人
た
ち
と
学
ぶ
生
徒
の
様
子
を
校

長
が
見
て
く
れ
る
こ
と
は
、
生
徒
に
と
っ
て

大
き
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
よ
り
よ

い
探
究
学
習
を
模
索
す
る
私
た
ち
教
師
の
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　同
校
の
探
究
学
習
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

千
葉
建
二
先
生
は
、
廃
校
と
な
っ
た
地
域
の

小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
た
体
験
学
習
施
設

で
の
同
校
の
生
徒
の
活
動
を
振
り
返
る
。

　「あ
る
日
曜
日
に
、
地
域
の
世
代
間
交
流

を
目
的
に
本
校
の
生
徒
が
そ
の
施
設
を
利
用

し
て
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
『
昔
の
給
食
』

を
再
現
し
、
一
緒
に
食
べ
る
活
動
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
野
口
校
長
が
参
加

し
、
参
加
者
と
語
り
合
い
、
最
後
は
一
緒
に

食
器
を
洗
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

　千
葉
先
生
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
翌
日
、
職
員
室
で
、
野
口
校
長
が
千
葉

先
生
に
「
昨
日
の
生
徒
た
ち
は
と
て
も
生
き

生
き
し
て
い
た
ね
」「
生
徒
の
あ
の
振
る
舞

い
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

　「休
日
の
特
別
な
活
動
を
浮
つ
い
た
時
間

だ
と
考
え
、
そ
の
活
動
が
終
了
し
た
後
は
あ

え
て
話
題
に
し
な
い
教
師
も
い
ま
す
。
し
か

し
校
長
が
ほ
か
の
教
師
も
い
る
場
所
で
肯
定

的
に
話
題
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
休
日
の

特
別
な
活
動
も
含
め
て
日
々
積
み
重
ね
て
い

る
探
究
学
習
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
教
師
間

の
共
通
認
識
に
な
る
の
で
、
と
て
も
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
」（
千
葉
先
生
）

　「管
理
職
に
現
場
の
挑
戦
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
教
師
は
も
っ
と
動
き

た
く
な
る
」
と
、
對つ

し
ま馬
光こ

う

揮き

先
生
は
自
身
の

変
化
を
振
り
返
る
。
野
口
校
長
は
對
馬
先
生

が
普
段
か
ら
積
極
的
に
実
施
す
る
公
開
授
業

に
頻
繁
に
足
を
運
び
、
授
業
後
に
は
「
あ
の

場
面
で
生
徒
に
投
げ
か
け
た
問
い
の
意
図
を

教
え
て
」
な
ど
と
、
授
業
内
容
に
強
い
関
心

を
示
し
て
く
れ
る
と
い
う
。

　「野
口
校
長
は
『
他
校
の
先
生
に
も
對
馬

先
生
の
授
業
を
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
』『
案

内
文
を
作
っ
て
他
校
に
送
れ
ば
、
参
加
し
や

す
く
な
る
』
と
、
毎
回
案
内
書
を
作
成
し
て

く
れ
て
い
ま
す
」（
對
馬
先
生
）

　公
開
授
業
の
実
施
は
、
必
須
で
は
な
い
。

だ
が
、管
理
職
が
公
開
授
業
に
自
ら
足
を
運

び
、
授
業
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
聞
い
て

報
告
書
で
は
伝
え
切
れ
な
い
学
び
の
価
値
を

自
分
の
目
で
確
か
め
よ
う
と
し
て
く
れ
る

長
井

　翔

な
が
い
・
か
け
る
◎
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

進
路
指
導
主
事
。
ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
部
副
部
長
。
数
学
科
。

「
人
が
動
く
学
校
」を
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
読
み
解
く

生
徒
、教
師
の
活
動
に
関
心
を
持
ち
、

そ
の
成
果
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
く
れ
た

野
口
校
長
の
姿
を
見
て
、
思
っ
た
。

「
自
分
も
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
」

千
葉
建
二

ち
ば
・
け
ん
じ
◎
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。

ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
部
探
究
委
員
長
。
広
報
委
員
長
。
保
健
体
育
科
。
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「校長MOIWA 5Bs推し活」図2

も
ら
え
た
こ
と
で
、
公
開
授
業
を
実
施
す
る

こ
と
へ
の
意
欲
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
、
う
れ
し
く
、
あ
り
が
た
い
と
對
馬
先
生

は
思
っ
て
い
る
。

　
同
校
は
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
と
し
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
「M

O
IW

A 5Bs

」
を
掲
げ
て
い
る
（
図

１
）。
24
年
度
の
始
業
式
で
野
口
校
長
は

「『M
O

IW
A 5Bs

』
を
皆
で
大
切
に
し
て
い

こ
う
」
と
発
信
し
た
。
赴
任
直
後
の
新
校
長

が
、
学
校
が
大
切
に
し
て
き
た
考
え
を
尊
重

し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
教
師
た
ち
は
安
心
感

を
覚
え
た
。
そ
し
て
、
野
口
校
長
は
学
校
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
「
校
長M

O
IW

A 5Bs

推
し
活
」
と
い
う
名
の
コ
ー
ナ
ー
を
立
ち
上

を
押
さ
れ
た
。
Ａ
２
判
に
印
刷
さ
れ
た
５
枚

の
「M

O
IW

A 5Bs

カ
ー
ド
」
は
今
、
校
長

室
前
の
廊
下
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

　「M
O

IW
A 5Bs

」
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
の
育
成
は
短
期
間
で
実
現
す
る
も
の
で
は

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
成
果
が
数
値
と
し
て
表

れ
に
く
い
教
育
活
動
の
価
値
を
管
理
職
が
認

め
て
く
れ
る
こ
と
が
、
資
質
・
能
力
の
育
成

に
粘
り
強
く
取
り
組
む
現
場
の
教
師
の
力
に

な
る
と
長
井
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
本
校
の
１
年
生
は
入
学
後

の
最
初
の
授
業
と
し
て
『
学

び
方
概
論
』
を
受
講
し
ま
す
。

同
授
業
で
は
、
校
外
の
方
と

本
校
の
教
師
が
共
同
で
開
発

し
て
実
施
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
通
じ
て
『
学
ぶ
＝
楽

し
い
』
と
い
う
マ
イ
ン
ド
セ

ッ
ト
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
入
学
後
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
教

師
が
学
習
習
慣
の
確
立
や
授

業
へ
の
臨
み
方
を
『
し
つ
け

げ
、
同
校
の
様
々
な
教
育
活
動
の
内
容
と
と

も
に
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
生
徒
に
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
を
「
本
日
の
推
し

5Bs
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
（
図
２
）。

　
野
口
校
長
の
「
推
し
活
」
に
よ
っ
て
、
グ

ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
が
生
徒
、

教
師
に
と
っ
て
一
気
に
身
近
に
な
っ
た
と
千

葉
先
生
は
振
り
返
る
。

　「『M
O

IW
A 5Bs

』
の
こ
と
は
知
っ
て
は

い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を

伸
ば
す
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え

て
い
る
生
徒
は
少
な
く
、
私
た
ち
教
師
も
、

授
業
で
ど
の
よ
う
に
育
成
を
図
る
の
か
、
十

分
考
え
切
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
野
口
校
長
が
探
究
学
習
、
進
路
学
習
、

部
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
結
び
つ
け

て
『M

O
IW

A 5Bs

』
を
発
信
し
た
こ
と
で
、

皆
が
各
活
動
と
『M

O
IW

A 5Bs

』
の
つ
な

が
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
野
口
校
長
の
「
推
し
活
」
に
刺
激
を
受
け

た
千
葉
先
生
は
、「M

O
IW

A 5Bs

カ
ー
ド
」

の
作
成
に
着
手
し
た
。「M

O
IW

A 5Bs

」

の
５
つ
の
資
質
・
能
力
を
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
と

い
う
企
画
を
温
め
て
い
た
が
、「
子
ど
も
っ

ぽ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安

も
あ
り
、
実
行
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
野
口
校
長
の
「
推
し
活
」
を
見
て
、

「
自
分
も
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
背
中

大
切
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

実
現
の
た
め
に
何
を
す
る
か
は
任
せ
て
く
れ
る

對
馬
光
揮

つ
し
ま
・
こ
う
き
◎
同
校
に
赴
任
し
て
4
年
目
。

３
年
次
副
主
任
。
校
内
研
修
チ
ー
フ
。
国
語
科
。

※学校資料を基に編集部で作成。

同校のウェブサイトには「校長 MOIWA 5Bs 推し活」とい
うコーナーがある。同校が実施する取り組みの中で、野口
校長が実際に見た取り組みについて、特に身につけてほし
い【MOIWA ５Bs】とともに紹介している。

グラデュエーション・ポリシー
「MOIWA 5Bs」図1

Be a logical 
communicator
知識を深め、適切な言葉を使って分
かりやすく伝えることができる「こ
とばの力」

Be a creative thinker
情報の分析や適切な判断をもとに、
根拠を示しながら、筋の通った考え
を導くことができる「考える力」

Be an imaginative person
様々な視点から想いを巡らせ、課題
を発見する「想い浮かべる力」

Be a risk-taker
好奇心と勇気をもち、初めの一歩を
踏み出す「試そうとする力」

Be a high-grit person
結果を次の行動に生かし、前向きな
姿勢で挑戦し続ける「やり抜く力」

※学校資料を基に編集部で作成。

教
師
が
大
切
に
し
て
い
る

想
い
を
理
解
し
、
応
援
す
る
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る
』
よ
う
な
内
容
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
赴

任
直
後
に
『
学
び
方
概
論
』
の
内
容
を
知
っ

た
野
口
校
長
は
、『
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

授
業
は
も
っ
と
校
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
い

と
も
っ
た
い
な
い
』
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

管
理
職
が
、
成
果
が
す
ぐ
に
は
表
れ
な
い
教

育
活
動
を
評
価
し
て
く
れ
る
の
で
、
私
た
ち

は
『
数
値
で
測
れ
る
成
果
だ
け
を
追
い
求
め

な
く
て
も
よ
い
の
だ
』
と
、
安
心
し
て
資
質・

能
力
の
育
成
に
取
り
組
め
て
い
ま
す
」

　
市
立
札
幌
藻
岩
高
校
は
教
師
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
動
き
、
成
長
す
る
学
校
だ
と
對
馬
先

生
は
確
信
し
て
い
る
。

　「
先
日
、
長
井
先
生
と
『
よ
い
学
校
』
と

は
ど
ん
な
学
校
な
の
か
を
テ
ー
マ
に
話
し
合

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
た
ど
り
着
い
た
答
え

は
、
個
人
の
主
体
性
や
自
由
が
尊
重
さ
れ
、

目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
さ
れ
た
学

校
、
緩
や
か
な
つ
な
が
り
の
あ
る
学
校
で
し

た
。
野
口
校
長
は
『M

O
IW

A 5Bs

』
を
浸

透
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
育
成
の
た
め
の
教
育
活

動
は
一
人
ひ
と
り
の
教
師
に
任
せ
て
い
る
か

ら
、
本
校
の
教
師
は
緩
や
か
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
探
究
学
習
を
始
め
と
す
る
様
々
な
教
育
活

動
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
の
か
は
、
教
師
に
と
っ
て
答
え
が
１

つ
で
は
な
い
問
い
と
言
え
る
。
同
校
の
教
師

た
ち
は
そ
の
問
い
に
向
き
合
い
、
答
え
を
模

索
し
、
生
徒
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
い
る
。

楽しい、素晴らしいと思ったことは生徒にも教師にも伝える

「人が動く学校」を野口校長が考える

　40歳になる頃、市立札幌藻岩高校で教務部長を務め
ました。自信を持って提案した取り組みが同僚に受け入
れられず、自分が壁にぶちあたったように感じたことが
ありました。
　それならばと、可能な限り多くの人の話に耳を傾け、
意見を取り入れていく中で、皆が当事者意識を高め、や
りがいを感じていることに気がつきました。「皆と学校
をつくっていけるのならば、自分のやりたいことなんて、
2割実現できれば十分なのかも」。次第にそんな考えに変
わっていきました。誰だって「やれ！」と言われた仕事
はやりたくないものです。私もそうでした。多様な人の
意見を受け入れることで、多様な人の問題意識や参画意
識を高められる。それぞれの先生がやりたいことをでき
るだけ実現したいと思うようになりました。
　校長として最初に赴任したのが本校でした。10年ぶ
りとは言え、慣れ親しんだ場所であるはずなのに非常に
緊張しました。自分の中の校長のあるべき姿が「俺につ
いて来い」というオーラを発したスーパーマンだったか
らです。そんな校長像は自分には似合わないことは分か
っていましたから、どうすればよいのだろうかという思
いを持って着任しました。
　しかし、仲間や外部の人の力を借りながら充実した毎
日を送る生徒や先生方を見て、私の不安は消えました。
中でも教師たちは指導者ではなく、生徒のよき伴走役で
あろうとしていました。そのかかわり方を見て、素晴ら
しいなと素直に思いました。そして「私自身もそれでよ
いのだ」と考えを改めました。同僚の力を借りれば学校
は必ずよくなっていく。それが分かってから肩の荷が下
り、学校での毎日が楽しくなりました。
　生徒の様々な活動や先生方の授業を見ると、本当にワ
クワクします。そして楽しい、素晴らしいと思ったこと

はちゃんと相手に伝えるようにしています。また、校外
にも広く伝えたいと思い、ウェブサイトなどで取り組み
の楽しさを伝えていますが、私が心からそう思っている
ことが校外の人たちにも伝わっていたらとてもうれしい
です。
　もちろん、何でも手放しで褒めているわけではありま
せん。学校の教育目標にふさわしい活動であることが前
提です。先生方が企画・提案する教育活動についても、
無批判に承認をしているわけではありません。「生徒の
ためになるのか」「『MOIWA 5Bs』の育成に寄与するの
か」という点に鑑みながら、それぞれの活動に対する先
生方の思いをくみ取り、助言をしています。
　本校の先生方は「MOIWA 5Bs」をとても大切にして
います。しかし、資質・能力の育成は時間がかかるもの
ですし、その成果も見えにくいものです。だからこそ生
徒には、日々の学校生活の中での自身の小さな変容をメ
タ認知する力が求められます。本校の生徒、そして教師
がわずかな変化や成長に気づけるような支援を、私なり
にこれからも続けていきたいと考えています。
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